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市内の桜を見に行こう
毎年、美しく見る者の心をなごませてくれる桜。優美に咲き誇るその姿は日

本が世界に誇れる春の風景です。そんな桜の市内での見どころを紹介します。
※写真は昨年撮影した「ふれあい橋」の桜。（那珂川河畔公園近く）



�・FAX…電話・ファックス …電子メール ■HP…ホームページアドレス

桜の風景

�

�

�ブリヂストン黒磯工場の桜�黒磯公園の桜�市の文化財（天然記念物）に指定されている正観寺のシダレザクラ
�同じく市の文化財（天然記念物）に指定されている法真寺のエドヒガン�乃木神社の桜並木

夜桜も楽しめる

黒磯公園
公園内には約200本の桜（ソメイヨシノ、サトザクラ、ヤ
エザクラ）があります。 4月 6日～22日の夕暮れから午
後10時までは、公園内に設置されたぼんぼりに明かりが
灯り、夜桜を楽しめます。

�

�

�
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【本誌中では、次の省略記号を使用しています】 ■本…本庁舎（黒磯） ■西…西那須野庁舎 ■塩…塩原庁舎

那須塩原市

�

�

�にしなすの運動公園内の桜並木�烏ヶ森公園の桜�市の文化財（天然記念物）に指定されている宗源寺のエドヒ
ガンザクラ�塩原温泉街（古町付近）をトテ馬車が歩く�温泉街箒川沿いにならぶ桜並木

�

�

烏ヶ森公園
公園内には約1,300本の桜（ソメイヨシノ）があります。
夜にはちょうちんとぼんぼりが点灯し、夜桜を楽しめます。
（ちょうちんは 5月13日、ぼんぼりは 7月25日まで点灯し
ています）

�

平成24年 4月 5日号３



桜
の
下
を
馬
と
歩
く

接
骨
木
に
あ
る
地
方
競
馬
教
養
セ
ン
タ

ー
は
地
方
競
馬
場
で
活
躍
す
る
騎
手
を
養

成
す
る
施
設
で
す
。
騎
手
を
夢
見
て
全
国

各
地
か
ら
１５
〜
２０
歳
の
若
者
が
集
ま
り
、

２
年
間
を
全
寮
制
で
過
ご
し
ま
す
。
体
重

制
限
や
早
朝
か
ら
の
馬
の
世
話
な
ど
騎
手

へ
の
道
の
り
は
多
く
の
困
難
が
待
ち
構
え

て
い
ま
す
。
そ
の
生
徒
た
ち
が
桜
並
木
の

下
を
馬
に
ま
た
が
り
、
優
雅
に
歩
く
の
が

観
桜
乗
馬
で
す
。
昭
和
３９
年
の
オ
ー
プ
ン

か
ら
続
く
同
セ
ン
タ
ー
の
伝
統
行
事
と
な

っ
て
い
ま
す
。
２
年
生
が
馬
に
乗
り
、
入

学
し
た
ば
か
り
の
１
年
生
が
補
助
役
と
し

て
、
馬
の
世
話
を
し
な
が
ら
、
往
復
約
１０

キ
ロ
の
コ
ー
ス
を
歩
き
ま
す
。

こ
の
観
桜
乗
馬
は
４
月
１８
日
�
午
前
９

時
１５
分
に
地
方
競
馬
教
養
セ
ン
タ
ー
を
出

発
し
ま
す
。
問
い
合
わ
せ
は
同
セ
ン
タ
ー

�
０
２
８
７
（
３６
）
５
５
１
１
ま
で
。

昨年の観桜乗馬の様子

桜の花に魅せられて
桜の開花予想を行っている日本気象協会によると、今年の開花
は宇都宮市で平年より 4～ 5日遅いようです。
これから開花を迎える那須塩原市の桜の中で、季節の風物詩と
なっている地方競馬教養センターの観桜乗馬のほか、地域のサ
クラをまちづくりに活かしている大山・鍋掛両車座談議の活動
を紹介します。

新南のエドヒガン

寺子の桜（エドヒガン）

４平成24年 4月 5日号



車
座
談
義
で
サ
ク
ラ
を
整
備

①
新
南
の
エ
ド
ヒ
ガ
ン

新
南
に
あ
る
こ
の
エ
ド
ヒ
ガ
ン
は
平
成

１９
年
か
ら
整
備
が
始
め
ら
れ
ま
し
た
。
大

山
地
区
車
座
談
議
の
秋
元
功
会
長
が
雑
木

林
の
中
に
咲
く
こ
の
サ
ク
ラ
を
発
見
し
た

の
が
き
っ
か
け
で
、
地
域
ぐ
る
み
で
の
整

備
が
始
ま
り
ま
し
た
。

サ
ク
ラ
を
保
存
す
る
た
め
、
土
地
の
地

権
者
を
探
し
出
し
、
こ
の
サ
ク
ラ
を
整
備

す
る
こ
と
を
説
明
。
そ
の
後
覚
え
書
き
を

交
わ
し
ま
し
た
。
そ
し
て
地
域
の
人
た
ち

が
集
ま
り
、
木
を
切
り
、
草
を
刈
っ
た
ほ

か
捨
て
ら
れ
て
い
た
大
量
の
粗
大
ご
み
を

処
分
し
ま
し
た
。
３０
年
間
人
の
手
が
入
ら

な
か
っ
た
こ
の
土
地
に
は
軽
ト
ラ
ッ
ク
や

テ
レ
ビ
な
ど
が
捨
て
ら
れ
て
い
た
そ
う
で

す
。
樹
齢
２
２
０
年
以
上
と
言
わ
れ
る
こ

の
桜
の
下
で
の
お
花
見
は
格
別
と
の
こ
と
。

今
年
の
見
ご
ろ
は
４
月
１５
日
前
後
に
な
り

そ
う
で
す
。

②
寺
子
の
桜

市
の
文
化
財
（
天
然
記
念
物
）
に
指
定

さ
れ
て
い
る
エ
ド
ヒ
ガ
ン
。
寺
子
の
サ
ク

ラ
と
も
呼
ば
れ
、
樹
齢
は
３
５
０
年
以
上

と
も
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
栃
木
の
名
木
百

選
に
も
選
ば
れ
て
い
る
こ
の
サ
ク
ラ
を
後

世
に
残
そ
う
と
、
鍋
掛
地
域
車
座
談
議
と

寺
子
の
桜
保
存
会
が
共
同
で
保
存
活
動
を

行
っ
て
い
ま
す
。「
車
座
談
議
が
き
っ
か
け

で
地
域
の
こ
と
を
も
う
一
度
見
直
し
た
当

時
、
衰
退
し
て
い
た
こ
の
サ
ク
ラ
を
枯
ら

す
わ
け
に
は
い
か
な
い
と
い
う
機
運
が
高

ま
り
、
保
存
に
取
り
組
み
ま
し
た
」
と
話

よ
し
と
し

す
高
根
澤
美
利
会
長
。
平
成
２０
年
か
ら
整

備
を
は
じ
め
、
こ
れ
ま
で
の
活
動
で
は
、

サ
ク
ラ
の
樹
生
回
復
の
た
め
活
力
剤
を
散

布
し
た
ほ
か
、
サ
ク
ラ
を
歩
い
て
楽
し
ん

で
も
ら
お
う
と
木
道
を
設
置
し
ま
し
た
。

今
後
桜
の
開
花
時
期
に
は
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ

も
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
見
ご
ろ
は
４
月

中
旬
〜
下
旬
に
な
り
、
平
年
よ
り
も
少
し

遅
く
な
る
見
込
み
で
す
。

昨
年
の
広
報
な
す
し
お
ば
ら
３
月
２０
日
号
で
桜
の
写
真
を

募
集
し
た
と
こ
ろ
、
４
人
か
ら
１０
点
の
応
募
を
頂
き
ま

し
た
。
そ
の
中
の
４
枚
の
写
真
を
掲
載
し
ま
す
。
ご
協
力
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

撮 影 者 斎藤まりこさん（若草町）
撮影場所 那珂川河畔運動公園

撮 影 者 後藤与津雄さん（新緑町）
撮影場所 新緑町内の公園

撮 影 者 山中富夫さん（宇都宮市）
撮影場所 千本松牧場

撮 影 者 岡部寛一さん（西三島）
撮影場所 三島小学校

桜の応募写真を掲載

※車座談義…市民と行政が一体となって地域の課題を考え、解決策を討議・実践し、市民・行政の相互
理解により、協働のまちづくりを推進する市民組織。組織は市民と市の地域担当職員で構成されている。平成24年 4月 5日号５



�

予算計上した主な事業

平
成
２４
年
度
当
初
予
算
は
、
市
長
の
就

任
後
初
め
て
の
も
の
で
あ
り
な
が
ら
、
市

長
の
考
え
る
政
策
的
事
業
を
予
算
編
成
に

反
映
す
る
た
め
の
時
間
が
十
分
に
確
保
で

き
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
の
た
め
市
民
サ
ー

ビ
ス
に
支
障
を
き
た
す
こ
と
の
な
い
よ
う
、

法
令
等
に
基
づ
く
義
務
的
経
費
や
既
存
施

設
の
維
持
管
理
経
費
を
中
心
に
計
上
し
た

「
骨
格
的
予
算
」
を
編
成
し
ま
し
た
。

そ
の
中
で
政
策
的
経
費
と
し
て
は
、
市

民
の
「
安
全
・
安
心
」
を
守
る
た
め
に
、

放
射
能
対
策
事
業
や
防
災
対
策
事
業
な
ど

を
計
上
し
た
ほ
か
、
保
険
・
医
療
・
福
祉

関
連
事
業
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
同
様

の
予
算
措
置
を
行
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
経
常
経
費
な
ど
の
削
減
を
実
施

し
、
緊
急
的
に
政
策
を
実
現
す
る
た
め
の

財
源
と
し
て
、
予
備
費
を
増
額
し
て
い
ま

す
。歳

入
で
は
先
行
き
不
透
明
な
経
済
状
況

で
は
あ
り
ま
す
が
、
国
、
県
お
よ
び
市
の

経
済
政
策
な
ど
に
よ
り
経
済
状
態
は
緩
や

か
に
回
復
す
る
も
の
と
見
込
み
、
市
税
収

入
で
前
年
度
よ
り
若
干
の
増
額
を
計
上
し

て
い
ま
す
。

平成24年度

那須塩原市の
予算が

決まりました

○放射能対策事業（市民の健康と安全を守る事業）

・健康を守る事業（ホールボディカウンター導入）
4,725万円

・子どもたちの安全を守る事業（ガラスバッジ導入）
2,803万円

・放射能汚染廃棄物対策事業（焼却灰の処理）
13億5,787万円

・各種検査事業（食品等測定、給食食材測定など）
3,901万円

・各種除染作業（市民協働による地域除染、都市公園・
市営住宅除染など） 3,549万円

問い合わせ
■本財政課 �0287（62）7118

■一般会計・特別会計予算

対前年度
伸び率％

2.4
1.4
14.6
11.9
11.8
2.1
52.0

△36.6
△55.5
△85.3
5.9
3.6

予算額

412億6,000万円
124億 932万円
8億 669万円
66億7,329万円
31億2,489万円

9,672万円
2億5,441万円
1,435万円
7,261万円
219万円

234億5,447万円
647億1,447万円

会計名称

一 般 会 計
国 民 健 康 保 険
後 期 高 齢 者 医 療
介 護 保 険
下 水 道 事 業
農 業 集 落 排 水 事 業
土 地 区 画 整 理 事 業
公共用地先行取得事業
温 泉 事 業
墓 地 事 業
小 計
合 計

特

別

会

計

■企業会計予算

対前年度
伸び率％

△0.3

1.0

0.2

△8.5

予算額

24億3,123万円

23億7,509万円

9億3,440万円

18億 727万円

区分

収入

支出

収入

支出

収益的収支

資本的収支

会計名称

水道事業

○防災・震災対策事業（市民の安全と財産を守る事業）

・防災用備蓄品の拡充整備事業（食料品・水・資機材
の拡充） 89万円
・防災訓練の継続的実施事業（市民参加型の防災訓練）

219万円
・被災住宅修繕支援事業 3,000万円
・耐震診断事業（保育園、黒磯保健センター他）

3,229万円
・小中学校耐震改修事業 2億322万円

○特殊要因事業（限定的、単発的に実施する事業）

・大田原赤十字病院新築移転負担金 5億6,667万円
・旧西那須野清掃センター解体工事 4億2,736万円

（解体基金 1億9,591万円活用）
・ゆっくりセンター解体工事 8,275万円

○継続性を確保する事業

・市民生活の維持と行政運営の持続に関する最低限の
経費を計上し、早急な事業内容の精査・検討を実施
し、必要なものについて 6月以降の補正予算等によ
る対応を行います。

「骨格的予算」の考え方 一般会計総額 ４１２億6千万円
○予算の基本である「単年度主義」、「通年主義」を維持し、義務的経費を中心に計上しています

きっきん

○喫緊の課題へ対応するため、政策的経費の一部を計上しています
○行財政改革の一環として、各種事務事業の再検討を前提に経常経費を削減しています
○緊急的な政策への対応経費として予備費を増額計上しています
○各種政策課題を精査し 6月補正予算において骨格的予算への肉付けを実施します

６平成24年 4月 5日号



人件費
69億187万円
（16.7%）

人件費
69億187万円
（16.7%）

扶助費
75億

9,300万円
（18.4%）

扶助費
75億

9,300万円
（18.4%）

公債費
54億4,563万円
（13.2%）

公債費
54億4,563万円
（13.2%）

普通建設事業費
（補助事業費）
16億8,529万円
（4.1%）

物件費
71億

1,385万円
（17.2%）

物件費
71億

1,385万円
（17.2%）

補助費等
34億

4,034万円
（8.4%）

補助費等
34億

4,034万円
（8.4%）

繰出金
43億214万円
（10.4%）

繰出金
43億214万円
（10.4%）

義務的経費
199億
4,050万円
（48.3%）

義務的経費
199億
4,050万円
（48.3%）

分担金及び負担金
5億585万円
（1.2%）

使用料及び手数料
8億4,877万円
（2.1%）

諸収入
24億1,078万円
（5.8%）

繰越金
5億円
（1.2%）

繰入金
2億7,024万円
（0.7%）

財産収入
1億1,367万円
（0.3%）

寄附金
1,604万円
（0.0%）

地方譲与税
及び

その他の交付金
7億900万円
（1.8%）

地方譲与税
4億4,000万円

地方特例交付金
6,000万円

自動車取得税交付金
1億1,000万円

ゴルフ場利用税
交付金
4,000万円

利子割交付金
2,800万円

交通安全対策特別
交付金
1,600万円

配当割交付金
1,000万円

株式等譲渡所得割
交付金
500万円

地方消費税交付金
11億5,000万円
（2.8%）

市税
183億2,972万円
（44.4%）

市税
183億2,972万円
（44.4%）

自主財源
229億9,507万円
（55.7%）

自主財源
229億9,507万円
（55.7%）

依存財源
182億6,493万円
（44.3%）

依存財源
182億6,493万円
（44.3%）

市債
26億

8,950万円
（6.5%）

市債
26億

8,950万円
（6.5%）

県支出金
24億

5,354万円
（5.9%）

県支出金
24億

5,354万円
（5.9%）

国庫支出金
58億9,289万円
（14.3%）

国庫支出金
58億9,289万円
（14.3%）

地方交付税
53億7,000万円
（13.0%）

地方交付税
53億7,000万円
（13.0%）

※（　）内は構成比率です

※性質別

※目的別

普通建設事業費
（単独事業費）
23億2,524万円
（5.6%）

普通建設事業
（県営事業負担金）

2,581万円
（0.1%）

維持補修費
2億2,167万円
（0.5%）

積立金
4,327万円
（0.1%）

貸付金
15億8,689万円
（3.9%）

予備費
5億5,000万円
（1.3%）

災害復旧費
2,500万円
（0.1%）

一般会計歳入予算の状況一般会計歳出予算の状況

【歳出予算】

その他
7億3,355万円
（1.8％）

その他の
主な内訳

交通安全対策特別交付金 1,600万円 繰越金 5億円
株式等譲渡所得割交付金 500万円 繰入金 2億7,024万円
ゴルフ場利用税交付金 4,000万円 寄附金 1,604万円
使用料及び手数料 8億4,877万円 財産収入 1億1,367万円
分担金及び負担金 5億585万円 配当割交付金 1,000万円
地方特例交付金 6,000万円 利子割交付金 2,800万円
自動車取得税交付金 1億1,000万円 地方譲与税 4億4,000万円

【歳入予算】

市民一人当たり　351，700円

14億2,124万円（3.5％）14億2,124万円（3.5％）

16億7,398万円（4.2％）16億7,398万円（4.2％）

16億7,504万円（4.2％）16億7,504万円（4.2％）
20億3,215万円（4.9％）20億3,215万円（4.9％）

11億5,000万円（2.9％）11億5,000万円（2.9％）

11億5,000万円（2.8％）11億5,000万円（2.8％）17億5,116万円（4.3％）17億5,116万円（4.3％）

11億7,323万円（2.8％）11億7,323万円（2.8％）

41億9,660万円

（10.4％）

41億9,660万円

（10.4％）

42億9,515万円

（10.7％）

42億9,515万円

（10.7％）

46億6,245万円

（11.6％）

46億6,245万円

（11.6％）

55億8,470万円

（13.9％）

55億8,470万円

（13.9％）

31億780万円

（7.7％）

31億780万円

（7.7％）

129億4,949万円

（32.0％）

129億4,949万円

（32.0％） 117億7,496万円

（28.5％）

117億7,496万円

（28.5％）

54億7,474万円

（13.3％）

54億7,474万円

（13.3％）

54億4,563万円

（13.2％）

54億4,563万円

（13.2％）

46億4,995万円

（11.3％）

46億4,995万円

（11.3％）

39億4,724万円

（9.6％）

39億4,724万円

（9.6％）

38億5,018万円

（9.3％）

38億5,018万円

（9.3％）

30億2,027万円

（7.4％）

30億2,027万円

（7.4％）

29億6,357万円

（7.2％）

29億6,357万円

（7.2％）

24億1,078万円

（5.8％）

24億1,078万円

（5.8％）

24億5,354万円

（6.0％）

24億5,354万円

（6.0％）

26億8,950万円

（6.5％）

26億8,950万円

（6.5％）

53億7,000万円

（13.0％）

53億7,000万円

（13.0％）

58億9,289万円

（14.3％）

58億9,289万円

（14.3％）

32億3,575万円

（8.0％）

32億3,575万円

（8.0％）

53億円

（13.2％）

53億円

（13.2％）

49億9,654万円

（12.4％）

49億9,654万円

（12.4％）

184億1,266万円

（45.7％）

184億1,266万円

（45.7％）

183億2,972万円

（44.4％）

183億2,972万円

（44.4％）

19億5,738万円
（4.9％）

19億5,738万円
（4.9％）

22億2,740万円
（5.5％）

22億2,740万円
（5.5％）

平成23年度
403億円

平成24年度
412億6,000万円

平成23年度
403億円

平成24年度
412億6,000万円

予備費 5億5,000万円
議会費 3億3,904万円
労働費 2億4,672万円
災害復旧費 2,500万円
諸支出金 3,000円

その他
11億6,076万円（2.8％）増

消費税として徴収さ
れた税金のうち、地
方分として交付され
るお金

所得税、法人税、酒
税など国税として徴
収した中から、市の
財政状況に応じて交
付されるお金

市民税や固定資産
税、たばこ税など皆
さんが納めるお金

そ の 他

国庫支出金

県 支 出 金

市　　　税

地方消費税交付金

諸　収　入

地方交付税

市　　　債

借入金の元金や利子
を返済するための経
費

保育園児や高齢者、
体の不自由な人など
を援助するための経
費

市税などの税務事務
や市役所を運営する
ための経費

道路や公園などを整
備したり管理するた
めの経費

学校や公民館の整備
など、教育や文化を
盛んにするための経
費

ごみ処理や放射能対
策、市民の健康増進
を図るための経費

農林業や畜産業を盛
んにするための経費

消防や救急、防災な
どのための経費

商工業や観光の振興
のための経費

農林水産業費

消　防　費

商　工　費

総　務　費

土　木　費

教　育　費

公　債　費

衛　生　費

民　生　費

福祉援助や道路をつ
くるために国から交
付されるお金

学校給食費や,他の
科目に含まれないお
金

福祉援助や農業の助
成をするために県か
ら交付されるお金

道路や学校などの施
設を整備するため
に、国や銀行から借
入れるお金

歳出
412億
6千万円

歳入
412億
6千万円

投資的経費
40億

6,134万円
（9.9%）

投資的経費
40億

6,134万円
（9.9%）

その他の経費
172億
5,816万円
（41.8%）

その他の経費
172億
5,816万円
（41.8%）

増

増

増

減

減

減

増

増

増

増

減

減

減

減

減

減
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参
道
や
池
の
周
辺
に

ち
ょ
う
ち
ん
・
ぼ
ん
ぼ
り
を
設
置

設
置
期
間

・
ぼ
ん
ぼ
り

４
月
１
日
�
〜
７
月
２５
日
�

・
ち
ょ
う
ち
ん

４
月
１
日
�
〜
５
月
１３
日
�

開

拓

史

跡

め

ぐ

り

と
き４

月
１４
日
�

※
雨
天
実
施

内
容疏

水
に
沿
っ
て
散
策
を
し
ま
す

問
い
合
わ
せ

那
須
野
が
原
博
物
館

�
０
２
８
７（
３６
）０
９
４
９

那
須
野
植
木
ま
つ
り

と
き

４
月
７
日
�
〜
１５
日
�

と
こ
ろ

烏
ヶ
森
公
園
南
第
２
駐
車
場

野
外
ス
テ
ー
ジ
催
し
物

と
き

４
月
１３
日
�

◆
式
典（
雨
天
時
は
三
島
ホ
ー
ル
）

時
間

午
前
９
時
２０
分
〜
１０
時

４５
分

内
容

子
ど
も
疏
水
太
鼓
、
三

島
小
学
校
ブ
ラ
ス
バ
ン
ド
部

演
奏
、
開
拓
の
歴
史
の
講
話
、

開
こ
ん
に
関
す
る
意
見
発
表

な
ど

◇
ふ
る
さ
と
に
し
な
す
産
直
会

（
雨
天
中
止
）

時
間

午
前
９
時
〜
午
後
２
時

内
容

農
産
物
の
販
売
（
な
く

な
り
次
第
終
了
）

◇
福
祉
施
設
紹
介
お
よ
び
作
品
展

示
販
売

（
雨
天
中
止
）

時
間

午
前
１０
時
〜
午
後
２
時

◇
ハ
ー
レ
ー
フ
ァ
ー
ム（雨

天
中
止
）

時
間

午
前
９
時
〜
午
後
２
時

３０
分

内
容

牛
乳
と
乳
製
品
の
販

売
・
Ｐ
Ｒ
（
な
く
な
り
次
第

終
了
）

◇
自
由
学
園
那
須
農
場（雨

天
中
止
）

時
間

午
前
９
時
〜
午
後
２
時

３０
分

内
容

ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
の
販

売
・
Ｐ
Ｒ
（
な
く
な
り
次
第

終
了
）

◆
ふ
る
さ
と
の
味
屋
台
コ
ー
ナ
ー

（
雨
天
時
は
三
島
ホ
ー
ル
）

時
間

午
前
１０
時
４５
分
か
ら

内
容

開
拓
な
べ
、
芋
串
、
野

点
（
な
く
な
り
次
第
終
了
）

◆
緑
の
苗
木
無
料
配
布
会

（
雨
天
時
は
三
島
ホ
ー
ル
）

時
間
・
内
容

午
前
１１
時

式
典
・
配
布
会

問
い
合
わ
せ

■本
農
林
整
備
課

�
０
２
８
７（
６２
）７
１
４
８

平 成 24 年 度 那 須 塩 原 市 開 こ ん 記 念 祭

問い合わせ
開こん記念祭実行委員会事務局
（■西総務税務課内）�0287（37）5105

平成22年度の開こん記念祭（式典）の様子

� � �����	
�
��
 �����	��� ������

開
こ
ん
記
念
祭
は
、
明
治
１８

年
４
月
１５
日
に
日
本
三
大
疏
水

の
一
つ
で
あ
る
那
須
疏
水
の
起

工
式
が
行
わ
れ
た
こ
と
を
記
念

し
て
始
め
ら
れ
ま
し
た
。

印
南
丈
作
、
矢
板
武
を
始
め
、

那
須
野
が
原
の
開
拓
に
か
か
わ

っ
た
人
た
ち
の
尽
力
に
よ
り
、

か
ん
が
い
用
の
大
水
路「
那
須

疏
水
」が
開
削
さ
れ
、
不
毛
の

大
地
か
ら
緑
の
大
地
に
生
ま
れ

変
わ
り
ま
し
た
。

那
須
疏
水
は
那
須
野
が
原
の

発
展
に
は
欠
か
せ
な
い
も
の
と

な
り
、
今
で
も
絶
え
る
こ
と
な

く
水
が
流
れ
て
い
ま
す
。

《 会 場 案 内 図 》

開 こ ん 記 念 祭 と は ？

８平成24年 4月 5日号



広報モニター寄稿

広
報
「
な
す
し
お
ば
ら
」
は
、

市
民
の
皆
さ
ん
に
分
か
り
や
す
く

親
し
ま
れ
る
広
報
と
す
る
た
め
、

モ
ニ
タ
ー
を
お
願
い
し
て
い
ま
す
。

平
成
２３
年
度
の
７
人
の
モ
ニ
タ

ー
（
ま
ち
か
ど
通
信
員
）
か
ら
貴

重
な
意
見
・
要
望
を
い
た
だ
き
ま

し
た
の
で
、
そ
の
一
部
を
紹
介
し

ま
す
。

○
表
紙

・
表
紙
は
人
物
写
真
が
い
い
。
表

情
が
い
き
い
き
し
て
い
る
写
真

は
見
て
い
て
心
が
な
ご
む
。

・
表
紙
に
市
の
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー

ズ
を
入
れ
る
と
、
も
っ
と
市
政

に
興
味
を
持
っ
て
も
ら
え
る
の

で
は
な
い
か
。

○
特
集
・
前
記
事
に
つ
い
て

・
専
門
用
語
な
ど
、
用
語
説
明
が

あ
る
と
わ
か
り
や
す
い
。

・
各
種
相
談
の
ペ
ー
ジ
は
「
無
料

相
談
日
程
」
の
一
言
だ
け
で
わ

か
り
に
く
い
。
も
っ
と
来
て
も

ら
う
よ
う
な
働
き
か
け
が
必
要
。

・
前
記
事
と
、
く
ら
し
の
情
報
の

関
連
し
て
い
る
記
事
は
、
隣
り

合
わ
せ
で
配
置
す
る
な
ど
工
夫

を
す
る
と
も
っ
と
啓
発
で
き
る

と
思
う
。

○
く
ら
し
の
情
報

・「
拘
禁
」
や
「
償
還
」
な
ど
わ
か

り
に
く
い
単
語
が
出
て
く
る
の

で
、
表
現
を
直
す
方
が
良
い
。

・
縦
書
き
、
横
書
き
、
枠
組
み
の

配
分
が
よ
く
、
工
夫
さ
れ
て
い

る
。

○
保
健
だ
よ
り

・
健
康
ア
ド
バ
イ
ス
と
保
健
の
案

内
が
リ
ン
ク
し
て
い
る
と
理
解

が
深
ま
る
。

・
健
康
ア
ド
バ
イ
ス
が
毎
回
な
る

ほ
ど
と
思
い
、
役
に
立
つ
。

○
タ
ウ
ン
ト
ピ
ッ
ク
ス

・
５
日
号
に
は
カ
ラ
ー
が
あ
る
が
、

２０
日
号
は
な
い
の
で
、
タ
ウ
ン

ト
ピ
ッ
ク
ス
を
カ
ラ
ー
に
し
て

は
ど
う
か
。

○
イ
ベ
ン
ト
情
報

・
整
理
券
配
布
の
期
間
が
短
い
も

の
は
掲
載
時
期
の
配
慮
が
必
要
。

・
イ
ベ
ン
ト
ご
と
に
枠
組
み
を
し

た
方
が
見
や
す
く
な
る
。

○
裏
表
紙

・
ち
っ
ち
ゃ
な
自
然
も
ミ
ュ
ー
ジ

ア
ム
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
も
カ
ラ
ー

が
活
き
て
い
て
素
晴
ら
し
い
。

・
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
コ
レ
ク
シ
ョ
ン

は
、
地
域
の
歴
史
の
紹
介
に
も

な
っ
て
い
て
貴
重
で
あ
り
興
味

深
い
。

○
掲
載
し
て
ほ
し
い
記
事

・
地
域
の
小
さ
な
お
祭
り
な
ど
、

結
果
は
載
っ
て
い
る
が
、
事
前

の
お
知
ら
せ
も
あ
っ
た
方
が
良

い
の
で
は
な
い
か
。

・
市
の
企
業
紹
介
な
ど
地
域
雇
用

の
促
進
に
つ
な
が
る
も
の
も
あ

っ
て
も
い
い
。

お
寄
せ
い
た
だ
い
た
意
見
・

要
望
を
参
考
に
紙
面
構
成
に

努
め
、
皆
さ
ん
か
ら
親
し
ま

れ
る
広
報
と
な
る
よ
う
努
力

し
ま
す
。

劇
場
型
勧
誘
と
は
？

複
数
の
者
が
入
れ
替
わ
り
電
話

を
か
け
て
き
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
役

割
を
演
じ
な
が
ら
言
葉
巧
み
に
消

費
者
を
引
き
こ
む
勧
誘
方
法
で
す
。

相
談
１

「
県
内
の
選
ば
れ
た
人
だ
け
に
緑

色
の
封
筒
が
郵
送
さ
れ
る
。
我
々

は
そ
の
緑
色
の
封
筒
を
探
し
て
い

る
。
封
筒
が
届
い
た
ら
連
絡
が
ほ

し
い
」
と
電
話
が
あ
っ
た
。
後
日

緑
色
の
封
筒
が
届
い
た
。
あ
る
会

社
に
投
資
す
る
た
め
の
組
合
員
募

集
の
書
面
が
入
っ
て
い
た
。

相
談
２

社
員
権
申
込
書
が
郵
送
さ
れ
た
。

そ
の
後
別
会
社
か
ら
社
員
権
を
買

い
た
い
の
で
仲
介
し
て
く
れ
と
電

話
が
あ
っ
た
。

相
談
１
、
２
と
も
相
談
者
は
不
審

に
思
い
、
セ
ン
タ
ー
に
情
報
提
供

し
て
く
れ
ま
し
た
。

突
然
、
社
債
購
入
案
内
な
ど
の

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
が
送
ら
れ
ま
す
。

そ
の
後
別
会
社
を
名
乗
る
人
間
か

ら
「
限
ら
れ
た
人
に
し
か
販
売
し

な
い
」「
そ
の
社
債
を
ほ
し
が
っ
て

い
る
投
資
家
が
い
る
」「
購
入
額
の

数
倍
の
値
段
で
買
い
取
る
」
と
電

話
が
あ
り
ま
す
。
最
初
は
断
っ
て

い
て
も
、
興
味
を
持
っ
て
し
ま
う

人
が
い
ま
す
。

ア
ド
バ
イ
ス

・
も
う
け
話
を
う
の
み
に
し
な
い

こ
と
。
裏
が
あ
る
と
思
い
ま
し

ょ
う
。

・
電
話
で
の
勧
誘
な
ど
は
す
ぐ
に

応
じ
な
い
こ
と
。
家
族
や
友
人

に
相
談
し
ま
し
ょ
う
。

・
取
引
の
内
容
が
理
解
で
き
な
け

れ
ば
き
っ
ぱ
り
断
り
手
を
だ
さ

な
い
こ
と
。
一
度
お
金
を
支
払

っ
て
し
ま
う
と
取
り
戻
す
こ
と

は
非
常
に
困
難
で
す
。

・
過
去
に
投
資
ト
ラ
ブ
ル
に
あ
っ

た
人
は
「
二
次
被
害
」
に
注
意

し
ま
し
ょ
う
。

広
報
モ
ニ
タ
ー
（
ま
ち
か
ど
通
信
員
）

か
ら
の
意
見
・
要
望

問
い
合
わ
せ

■本
秘
書
課

�
０
２
８
７（
６２
）７
１
０
９

「
劇
場
型
勧
誘
に
よ
る

投
資
ト
ラ
ブ
ル
に
注
意
」

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

（
ゆ
〜
バ
ス
い
き
い
き
ふ
れ
あ
い

セ
ン
タ
ー
前
下
車
）

�
０
２
８
７（
６３
）７
９
０
０

開
設
時
間

平
日
の
午
前
８
時

３０
分
〜
午
後
５
時

８
月
２０
日
号
の
表
紙

平成24年 4月 5日号９



今
年
度
か
ら
慢
性
腎
臓
病
の
予

防
の
た
め
、
腎
機
能
検
査
も
行
う

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

特

定

健

康

診

査

対
象
者

国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い

る
４０
歳
以
上
７４
歳
ま
で
の
人

※
対
象
者
に
は
、
４
月
中
旬
に

「
特
定
健
診
受
診
券
」
を
送
付

し
ま
す
。

特
定
健
診
の
内
容

身
体
計
測
（
身
長
・
体
重
・
Ｂ

Ｍ
Ｉ
・
腹
囲
）、
身
体
診
察
、

血
圧
測
定
、
血
糖
検
査
、
脂
質

検
査
、
肝
機
能
検
査
、
尿
検
査
、

貧
血
検
査
、
心
電
図
検
査
、
腎

機
能
検
査

個
人
負
担
金

無
料

健
診
の
受
け
方

・
市
の
集
団
健
診
ま
た
は
市
内
の

医
療
機
関
で
、
が
ん
検
診
と
同

時
に
受
け
ら
れ
ま
す
。

・「
特
定
健
診
受
診
券
」
と
「
保

険
証
」
を
健
診
受
付
に
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。

・
国
民
健
康
保
険
の
助
成
制
度
を

利
用
し
て
、
人
間
ド
ッ
ク
（
脳

ド
ッ
ク
）
を
予
定
し
て
い
る
人

は
、
人
間
ド
ッ
ク
と
同
時
に
実

施
し
ま
す
。

健

康

診

査

対
象
者

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
に
加
入

し
て
い
る
人

※
対
象
者
に
は
、
４
月
中
旬
に

「
健
康
診
査
受
診
券
」
を
送
付

し
ま
す
。

健
康
診
査
の
内
容

身
体
計
測
（
身
長
・
体
重
・
Ｂ

Ｍ
Ｉ
）、
身
体
診
察
、
血
圧
測

定
、
血
糖
検
査
、
脂
質
検
査
、

肝
機
能
検
査
、
尿
検
査
、
貧
血

検
査
、
腎
機
能
検
査

個
人
負
担
金

無
料

健
診
の
受
け
方

・
市
の
集
団
健
診
ま
た
は
市
内
の

医
療
機
関
で
受
け
ら
れ
ま
す
。

詳
し
く
は
、
受
診
券
送
付
時
に

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

健
康
増
進
課

�
０
２
８
７（
６３
）１
１
０
０

生
活
習
慣
病
の
予
防
の
た
め
健
康
診
査
を
受
け
ま
し
ょ
う

【塩原地区】
時 間

午前 9時30分～10時00分
午前10時20分～10時50分
午前11時20分～11時50分
午後 1時10分～ 1時30分
午後 2時00分～ 2時20分
午前 9時00分～ 9時20分
午前 9時40分～10時00分
午前10時30分～10時50分
午前11時10分～11時50分
午後 1時10分～ 1時30分
午後 1時50分～ 2時20分
午後 2時40分～ 3時00分
午前 9時00分～ 9時20分
午前 9時40分～10時30分
午前11時00分～11時40分
午後 1時00分～ 1時20分
午後 1時40分～ 2時10分
午後 2時40分～ 3時00分

問い合わせ

■本環境管理課 �0287（62）7142
■西市民福祉課 �0287（37）5104
■塩総務福祉課 �0287（32）2939

場 所
塩原保健福祉センター
塩原温泉交流広場（旧塩原支所）
塩原支所
塩原B&G海洋センター
上の原公民館
宇都野集落センター
金沢下コミュニティーセンター
要金寺駐車場
ハロープラザ（入口付近砂利駐車場）
日の出集落センター
横林小学校
接骨木公民館
蟇沼公民館
アグリパル塩原
下田野公民館
高阿津集落センター
大貫小学校駐車場（上大貫集落センター隣）
下大貫集落センター

月日

４
月
２５
日
�

４
月
２６
日
�

４
月
２７
日
�

飼い犬の「狂犬病予防接種」を忘れずに受けましょう!!
生後90日を過ぎた犬は、生涯 1度の登録と毎年 1回の狂犬病予防ワクチン接種が、飼い主に義務づけられてい
ます。
注射料金 一頭3300円 ※新規登録は、登録費用として3000円が別途必要です。
注意事項 登録犬の飼い主は、事前に送付する問診票を当日持参してください
※予防注射は個別に動物病院で接種することもできますが、料金等は病院によって異なりますので事前に確認し
てください。

【西那須野地区】
時 間

午前 9時10分～ 9時50分
午前10時10分～10時50分
午前11時10分～11時50分
午後 1時10分～ 1時50分
午後 2時10分～ 2時50分
午後 3時10分～ 3時50分
午前 9時10分～ 9時50分
午前10時10分～10時50分
午前11時10分～11時50分
午後 1時10分～ 1時50分
午後 2時10分～ 2時50分
午後 3時10分～ 3時50分
午前 9時10分～ 9時50分
午前10時10分～10時50分
午前11時10分～11時50分
午後 1時10分～ 1時50分
午後 2時10分～ 2時50分
午後 3時10分～ 3時50分
午前 9時10分～ 9時50分
午前10時10分～10時50分
午前11時10分～11時50分
午後 1時10分～ 1時50分
午後 2時10分～ 2時50分
午後 3時10分～ 3時50分

場 所
上井口集会所
にしなすの運動公園
第一南公民館（東町）
南郷屋公民館
新南公民館
石林公民館
東赤田公民館駐車場（公民館裏）
西公民館
西三島公民館
三島公民館脇駐車場
東三島公民館
五軒町公民館
太夫塚公民館
（新）下永田公民館
二つ室公民館
南公民館（二区町）
二区公民館
西那須野支所北駐車場（図書館脇）
南公民館（二区町）
西公民館
三島公民館脇駐車場
狩野公民館
大山公民館
西那須野支所北駐車場（図書館脇）

月日

５
月
１７
日
�

５
月
１８
日
�

５
月
１９
日
�

５
月
２０
日
�
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お
知
ら
せ

市
制
度
融
資
の
融
資

期
間
を
延
長
で
き
ま
す

対
象
資
金

運
転
資
金
、
設
備
資
金
、
創
業

支
援
資
金
、
小
規
模
企
業
支
援

資
金

※
大
震
災
緊
急
支
援
資
金
は
対
象

と
な
り
ま
せ
ん
。

延
長
期
間

最
長
３
年
ま
で
延
長
可

①
運
転
・
創
業
支
援
・
小
規
模
企

業
支
援
資
金

５
年
以
内
↓
８
年
以
内
ま
で

②
設
備
資
金

１０
年
以
内
↓
１３
年
以
内
ま
で

※
融
資
期
間
延
長
の
可
否
・
延
長

期
間
に
つ
い
て
は
、
取
扱
金
融

機
関
・
信
用
保
証
協
会
の
審
査

が
あ
り
ま
す
。

申
込
方
法

取
扱
金
融
機
関
へ
申
し
込
ん
で

く
だ
さ
い

申
込
期
限

来
年
３
月
３１
日

問
い
合
わ
せ

■本
商
工
観
光
課�（

６２
）７
１
５
４

那
須
塩
原
市
商
工
会

塩
原
支
所

移
転
の
お
知
ら
せ

４
月
１
日
に
、
新
し
い
事
務
所

に
移
転
し
ま
し
た
。

新
事
務
所
住
所

那
須
塩
原
市
塩
原
６
７
５
‐
９

問
い
合
わ
せ

那
須
塩
原
市
商
工
会
塩
原
支
所

�（
３２
）３
７
６
７

FAX（
３２
）２
５
０
９

※
連
絡
先
の
変
更
は
あ
り
ま
せ
ん
。

国
民
年
金
保
険
料
の

学
生
納
付
特
例
の

手
続
き
は
お
早
め
に

２０
歳
以
上
の
学
生
で
収
入
が
少

な
く
、
保
険
料
を
納
め
る
こ
と
が

困
難
な
人
は
、
市
役
所
で
手
続
き

を
し
た
後
、
日
本
年
金
機
構
で
承

認
さ
れ
れ
ば
、
そ
の
年
の
年
度
末

（
３
月
）
ま
で
保
険
料
の
猶
予
を

受
け
ら
れ
る
「
学
生
納
付
特
例
」

（
以
下
、
学
特
と
い
い
ま
す
）
の

制
度
が
あ
り
ま
す
。
希
望
す
る
人

は
早
め
に
手
続
き
を
し
ま
し
ょ
う
。

学
特
の
申
請
は
毎
年
、
年
度
ご

と
に
必
要
で
す
の
で
、
注
意
し
て

く
だ
さ
い
。

な
お
、
平
成
２３
年
度
分
（
平
成

２３
年
４
月
分
〜
平
成
２４
年
３
月
分
）

の
学
特
は
、
平
成
２４
年
５
月
１
日

ま
で
受
け
付
け
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
希
望
す
る
人
は
、
早
め
に
手

続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
手
続
き
に
必
要
な
も
の

①
本
人
が
来
る
場
合

・
年
金
手
帳

・
学
生
証
（
コ
ピ
ー
の
場
合
は
両

面
）
ま
た
は
在
学
証
明
書

・
印
か
ん

②
家
族
が
代
理
で
来
る
場
合

①
の
も
の
に
加
え
、
身
分
証
明

書
（
運
転
免
許
証
や
保
険
証
な

ど
）

※
平
成
２３
年
度
分
の
学
特
の
承
認

を
受
け
た
人
で
、
平
成
２４
年
４

月
以
降
も
引
き
続
き
同
じ
学
校

に
在
学
し
、
在
学
期
間
も
変
わ

ら
な
い
と
き
に
は
、
年
金
事
務

所
か
ら
送
ら
れ
る
は
が
き
形
式

の
申
請
書
に
必
要
事
項
を
記
入

し
て
返
送
す
れ
ば
、
市
役
所
で

の
手
続
き
は
不
要
で
す
。
は
が

き
形
式
の
申
請
書
は
３
月
下
旬

か
ら
４
月
上
旬
頃
に
送
ら
れ
ま

す
が
、
は
が
き
が
届
か
な
い
と

き
に
は
市
役
所
で
手
続
き
を
し

て
く
だ
さ
い
。

◆
追
納
に
つ
い
て

学
特
を
受
け
た
部
分
は
、
将
来

老
齢
基
礎
年
金
を
受
け
取
る
と
き

に
年
金
額
に
反
映
さ
れ
ま
せ
ん
が
、

１０
年
以
内
に
追
納
す
れ
ば
、
学
特

を
受
け
た
部
分
に
つ
い
て
も
満
額

の
年
金
を
受
け
取
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
た
だ
し
、
３
年
度
目
以
降

は
、
学
特
が
承
認
さ
れ
て
い
た
期

間
の
保
険
料
額
に
加
算
額
が
上
乗

せ
さ
れ
ま
す
の
で
、
早
め
の
追
納

を
お
勧
め
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

■本
国
保
年
金
課�（

６２
）７
１
２
９

■西
市
民
福
祉
課�（

３７
）５
１
０
３

■塩
総
務
福
祉
課�（

３２
）２
９
８
８

大
田
原
年
金
事
務
所

�
０
２
８
７（
２２
）６
３
１
３

◆那須塩原市の観光情報をとちぎテレビ「イブニング6」内で毎週水曜 午後 6時25分頃から放送中◆

住民票・印鑑登録証明書の自動交付機
利用には、暗証番号が必要です
暗証番号を登録するには、登録者本人が
・本人の「印鑑登録証 市民カード」
・運転免許証など、顔写真の載った
官公庁が発行した身分証を持参し
て登録してください
（身分証がない場合は、問い合わせください）

問い合わせ ■本市民課 �（62）7132
■西市民福祉課 �（37）5102

４月の休日当番医変更のお知らせ
次のとおり変更となります。
【変更日】

4 月29日（日）
那須脳神経外科病院（野間） �（62）5500
みずぬまクリニック（東三島）�（39）1581

問い合わせ 黒磯保健センター �（63）1100

■本市役所本庁舎
〒325‐8501 共墾社１０８番地２

■西西那須野庁舎
〒329‐2792 あたご町２番３号

■塩塩原庁舎
〒329‐2993 中塩原１番地２

箒根出張所
〒329‐2801 関谷１２６６番地４

平成24年 4月 5日号１１

※
�
市
内
は
市
外
局
番
０
２
８
７
を
省
略
し
て
い
ま
す
。



機
械
式
生
ご
み
処
理
機
、

生
ご
み
処
理
容
器
の
設
置

に
補
助
金
が
で
ま
す

対

象

・
市
民

・
生
ご
み
処
理
容
器
に
つ
い
て
は

設
置
で
き
る
敷
地
が
あ
る
人

・
生
ご
み
を
堆
肥
化
ま
た
は
減
量

化
で
き
る
人

・
市
税
の
滞
納
が
な
い
人

・
過
去
５
年
以
内
に
こ
の
補
助
金

の
交
付
を
受
け
て
い
な
い
人

補
助
対
象
額

①
機
械
式
生
ご
み
処
理
機

購
入
価
格
の
２
分
の
１
以
内
で

２
万
円
を
限
度
と
し
ま
す
（
１

世
帯
に
つ
き
１
基
）

②
生
ご
み
処
理
容
器

購
入
価
格
の
２
分
の
１
以
内
で

４
０
０
０
円
を
限
度
と
し
ま
す

（
１
世
帯
に
つ
き
２
基
以
内
）

※
補
助
金
の
額
に
１
０
０
円
未
満

の
端
数
が
あ
る
と
き
は
切
り
捨

て
。
ま
た
、
購
入
価
格
に
は
消

費
税
の
額
も
含
む
。

申
込
方
法

商
品
を
購
入
す
る
前
に
、
次
の

書
類
を
添
え
て
申
し
込
ん
で
く

だ
さ
い

・
申
請
書
（
印
か
ん
が
必
要
）

・
購
入
予
定
商
品
カ
タ
ロ
グ

・
購
入
予
定
商
品
見
積
書

・
納
税
証
明
書

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

■本
環
境
対
策
課�（

６２
）７
３
０
１

■西
市
民
福
祉
課�（

３７
）５
１
０
４

■塩
総
務
福
祉
課�（

３２
）２
９
３
９

合
併
浄
化
槽
を

設
置
す
る
人
に
対
し
て

補
助
金
が
で
ま
す

生
活
排
水
を
処
理
す
る
合
併
浄

化
槽
の
設
置
を
す
る
人
を
対
象
に
、

補
助
金
を
交
付
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
家
の
新
築
（
別
荘
等

は
除
く
）
や
、
く
み
取
り
ま
た
は

単
独
浄
化
槽
か
ら
合
併
浄
化
槽
に

替
え
る
こ
と
を
検
討
し
て
い
る
人

は
ぜ
ひ
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

対

象
①
〜
⑤
の
要
件
を
満
た
す
こ
と

①
公
共
下
水
道
事
業
計
画
区
域
お

よ
び
農
業
集
落
排
水
処
理
区
域

を
除
く
地
域
に
設
置
す
る
も
の

②
住
宅
に
設
置
さ
れ
る
処
理
能
力

１０
人
以
下
の
浄
化
槽

③
申
請
日
現
在
に
浄
化
槽
本
体
工

事
が
未
着
工
で
、
平
成
２５
年
３

月
３１
日
ま
で
に
事
業
が
完
了
す

る
も
の

※
申
請
を
す
る
際
、
す
で
に
工
事

が
始
ま
っ
て
い
る
場
合
や
設
置

が
完
了
し
て
い
る
浄
化
槽
は
補

助
の
対
象
に
な
り
ま
せ
ん
。

④
設
置
場
所
に
住
所
を
置
き
、
継

続
し
て
住
む
こ
と
が
で
き
る
人

⑤
市
税
等
の
滞
納
が
な
い
人

補
助
金
額

・
５
人
槽
／
１
３
０
㎡
以
下

３３
万
２
０
０
０
円

・
７
人
槽
／
１
３
０
㎡
を
超
え
る

４１
万
４
０
０
０
円

・
１０
人
槽
／
２
世
帯
住
宅

５４
万
８
０
０
０
円

※
住
宅
床
面
積
に
よ
っ
て
補
助
金

額
が
変
わ
り
ま
す
。

申
込
方
法

平
成
２４
年
度
分
の
申
し
込
み
は

随
時
受
け
付
け
し
て
い
ま
す

※
補
助
の
基
数
が
限
ら
れ
て
い
る

た
め
、
補
助
で
き
な
い
場
合
も

あ
り
ま
す
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

■西
下
水
道
課
�（
３７
）５
１
１
０

空間放射線量測定結果
市内 5カ所の施設で測定した結果をお知らせ

します。
2月20日～ 3月 4 日までの測定結果
（単位はすべてマイクロシーベルト／時）

◆那須塩原市役所 0.23～0.36

◆西那須野庁舎 0.12～0.25

◆塩原庁舎 0.12～0.18

◆ハロープラザ 0.36～0.48

（箒根出張所）
※ハロープラザは除染工事を実施しました。

◆高林公民館 0.29～0.52

測定結果は、市のホームページに掲載してい
るほか（更新は平日のみ）、みるメールで配信
もしています。また、市役所・各庁舎で測定結
果を掲示しています。
問い合わせ ■本環境対策課 �（62）7141

● 2月の火災と救急●
火災のテレフォンサービス
�0180－992009 （黒磯地区）
�（22）0119 （西那須野・塩原地区）

◎火災…建物 4件・林野 2件・その他 2件
平成24年の累計１５件

◎救急…交通40件・急病212件・その他99件
平成24年の累計 711件

問い合わせ
黒磯那須消防組合消防本部 �（62）0864
西那須野分署 �（36）2300
塩原分署 �（32）2949

4月から後期高齢者医療保険の
保険料率等が変わります

保険料率は、 2年に一度見直されることになってい
ます。保険料率の改定は、少子高齢化や医療技術の高
度化等の影響による医療費の増加に対応するためのも
のです。この増加する医療費をまかなうため、保険料
率を見直しました。

※平成23年度に行われた保険料の軽減措置は、平成２４
年度も継続します。

問い合わせ
栃木県後期高齢者医療広域連合 �028（627）6805
■本課税課 �（62）7120

平成24・25年度

42,000円

8.54％

55万円

平成22・23年度

37,800円

7.18％

50万円

均等割額

所得割率

賦課限度額
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国
民
健
康
保
険

健
康
度
ア
ッ
プ
事
業

内
臓
脂
肪
症
候
群
（
メ
タ
ボ
リ

ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
）
を
予
防
・

解
消
し
、�
病
気
に
な
り
に
く
い

体
づ
く
り
�
を
し
ま
せ
ん
か
。

※
自
分
の
都
合
に
合
わ
せ
て
施
設

や
時
間
が
選
べ
ま
す
。

対

象
４０
〜
７４
歳
の
国
民
健
康
保
険
被

保
険
者
で
、
国
民
健
康
保
険
税

を
す
べ
て
納
付
し
て
い
る
人

内
容（
週
２
回
、
３
カ
月
コ
ー
ス
）

・
健
康
度
測
定
（
基
礎
代
謝
量
、

体
脂
肪
率
、
筋
肉
量
、
体
水
分

量
、
肥
満
度
、
骨
量
等
）

・
各
種
マ
シ
ン
を
用
い
て
筋
力
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
、
有
酸
素
運
動
、

ス
ト
レ
ッ
チ
等

※
自
分
の
健
康
度
に
合
わ
せ
て
運

動
指
導
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

実
施
施
設

Ａ
Ｔ
Ｃ
フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
、
Ｋ
Ｐ

Ｅ
Ｃ
フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
ク
ラ
ブ
、

女
性
専
用
フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
Ｂ
‐

Ｌ
ｉ
ｎ
ｅ
、
ウ
ェ
ル
ネ
ス
Ｎ
Ａ

Ｓ
Ｐ
Ａ
、
フ
ァ
イ
ン
ド
ス
ポ
ー

ツ
ク
ラ
ブ
、
女
性
専
用
フ
ィ
ッ

ト
ネ
ス
カ
ー
ブ
ス

個
人
負
担
額

５
４
０
０
円
（
３
カ
月
間
）

※
総
費
用
１
万
８
０
０
０
円
の
３

割
。
残
り
の
７
割
は
国
民
健
康

保
険
が
負
担
し
ま
す
。

申
込
期
限

１２
月
２８
日
�

申
込
方
法

保
険
証
と
印
か
ん
を
持
参
し
、

次
の
窓
口
で
申
し
込
ん
で
く
だ

さ
い

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

■本
国
保
年
金
課�（

６２
）７
１
２
９

■西
市
民
福
祉
課�（

３７
）５
１
０
３

■塩
総
務
福
祉
課�（

３２
）２
９
８
８

国
民
生
活
基
礎
調
査
が

実
施
さ
れ
ま
す

平
成
２４
年
度
の
国
民
生
活
基
礎

調
査
が
、
県
内
１５
地
区
を
対
象
に

実
施
さ
れ
ま
す
。
那
須
塩
原
市
で

は
、
美
原
町
の
一
部
が
調
査
の
対

象
地
区
に
な
り
ま
す
。

調
査
員
が
対
象
地
区
の
各
世
帯

に
、
直
接
、
調
査
の
お
願
い
に
伺

い
ま
す
。

調
査
対
象
地
区
や
調
査
の
内
容

な
ど
詳
し
く
は
、
栃
木
県
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
に
な
る
か
、
次
に

問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

県
健
康
増
進
課

�
０
２
８（
６
２
３
）３
０
９
５

『
市
民
提
案
型
協
働
の

ま
ち
づ
く
り
支
援
事
業
』

の
説
明
会
を
実
施
し
ま
す

市
民
が
自
ら
考
え
実
践
す
る
ま

ち
づ
く
り
活
動
に
対
し
、
支
援
を

行
う
制
度
の
説
明
会
を
開
催
し
ま

す
。ま

ち
づ
く
り
に
興
味
の
あ
る
人

は
、
ぜ
ひ
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

と
き
・
と
こ
ろ

①
４
月
２３
日
�

塩
原
公
民
館

②
４
月
２５
日
�

西
那
須
野
公
民
館

③
４
月
２６
日
�

厚
崎
公
民
館

※
開
始
時
間
は
す
べ
て
午
後
７
時

か
ら
。

※
事
前
の
申
し
込
み
は
不
要
で
す
。

◆
『
市
民
提
案
型
協
働
の
ま
ち
づ

く
り
支
援
事
業
』
と
は

昨
年
度
策
定
し
た
「
那
須
塩
原

市
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
指
針
」
に

基
づ
き
、
市
民
活
動
団
体
が
提

案
・
実
践
す
る
公
益
性
の
高
い
ま

ち
づ
く
り
活
動
に
対
し
、
当
該
経

費
の
一
部
を
支
援
す
る
制
度
で
す
。

問
い
合
わ
せ

■本
市
民
協
働
推
進
課

�（
６２
）７
１
５
１

募
集

西
那
須
野
ス
キ
ー
ス
ポ

ー
ツ
少
年
団
団
員
募
集

対

象
市
内
の
小
学
生
〜
高
校
生

内

容

・
冬

季
／
ス
キ
ー
合
宿
、
雪
上

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
、
ス

キ
ー
大
会
参
加
な
ど

・
春
〜
秋
／
体
力
テ
ス
ト
、
ハ
イ

キ
ン
グ
、
キ
ャ
ン
プ
、

マ
ス
つ
か
み
取
り
、

清
掃
奉
仕
作
業
な
ど

参
加
費

入
会
金

７
０
０
０
円

※
保
険
料
、
登
録
料
を
含
む
。

申
込
方
法

入
団
式
の
時
に
、
入
会
金
を
添

え
て
直
接
申
し
込
ん
で
く
だ
さ

い
（
印
か
ん
持
参
）

◆
入
団
式

と

き

４
月
１５
日
�

午
前
９
時
３０
分

と
こ
ろ

狩
野
公
民
館

問
い
合
わ
せ

西
那
須
野
ス
キ
ー
ス
ポ
ー
ツ
少

年
団
（
郡
司
）

�
０
９
０（
７
０
０
７
）８
５
６
５

（
林
）

�
０
９
０（
４
６
２
９
）０
７
１
３

研
修
・
講
座
・
教
室

消
費
生
活
リ
ー
ダ
ー

養
成
講
座

消
費
者
活
動
に
積
極
的
に
取
り

組
む
意
欲
の
あ
る
人
や
関
心
の
あ

る
人
で
、
受
講
後
に
普
及
啓
発
活

動
な
ど
が
で
き
る
人
を
対
象
に

「
消
費
生
活
リ
ー
ダ
ー
」
を
養
成

す
る
講
座
で
す
。

と

き
５
月
２２
日
	
〜
１１
月
１３
日
	

（
全
１２
回
）

午
前
１０
時
〜
午
後
３
時

と
こ
ろ

栃
木
県
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

（
県
庁
本
館
内
）

内

容
相
談
事
例
研
究
・
長
寿
社
会
と

生
活
設
計
・
製
品
安
全
に
つ
い

て
・
食
品
の
安
全
性
・
商
品
研

究
ほ
か

受
講
料

無
料

定

員

若
干
名

申
込
期
限

４
月
１３
日
�

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

■本
生
活
課

�（
６２
）７
１
２
６

平成24年 4月 5日号１３

※
�
市
内
は
市
外
局
番
０
２
８
７
を
省
略
し
て
い
ま
す
。



伝
統
文
化
親
子
教
室

と

き
５
月
２７
日
�
以
降
の
毎
月
最
終

日
曜
（
全
１０
回
予
定
）

午
後
１
時
〜
３
時

と
こ
ろ

厚
崎
公
民
館

ほ
か

対

象

小
・
中
学
生

※
保
護
者
も
参
加
で
き
ま
す
。

内

容

・
日
本
舞
踊
を
通
し
て
身
体
の
基

本
動
作
で
美
し
い
身
体
作
り

・
日
本
女
性
と
し
て
の
魅
力
あ
る

礼
儀
作
法
を
習
得

参
加
費

一
人
当
た
り
１
万
円
（
全
１０
回

分
）

準
備
す
る
も
の

浴
衣
、
帯
、
足
袋
、
ひ
も
２
本

講

師
花
柳
美
津
木
、
花
柳
丞
乙
女
、

花
柳
は
ん
な
（
花
柳
流
師
範
・

日
本
舞
踊
協
会
会
員
）

申
込
期
限

５
月
１２
日
�

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

グ
ロ
ー
バ
ル
カ
ル
チ
ャ
ー
那
須

（
和
田
）

�
・
FAX
０
２
８
７（
６４
）５
０
７
０

m
itsug

i-kai@
m
ail.g
o
o.ne.

jp

平
成
２４
年
度

前
期

危
険
物
取
扱
者
試
験
・

受
験
準
備
講
習
会

◆
危
険
物
取
扱
者
試
験

試
験
の
種
類

甲
種
、
乙
種（
第
１
類
〜
６
類
）、

丙
種

と

き

６
月
１０
日
�

午
前
９
時
３０
分
開
始

と
こ
ろ

県
立
那
須
清
峰
高
等
学
校

試
験
手
数
料

・
甲
種

５
０
０
０
円

・
乙
種

３
４
０
０
円

・
丙
種

２
７
０
０
円

申
込
場
所

黒
磯
那
須
消
防
組
合
消
防
本
部

予
防
消
防
課
、
那
須
消
防
署
、

湯
本
分
署
、
板
室
分
署
、
大
田

原
地
区
広
域
消
防
組
合
消
防
本

部
予
防
課

申
込
期
間

４
月
９
日
�
〜
２０
日
�

午
前
８
時
３０
分
〜
午
後
５
時

（
土
・
日
曜
を
除
く
）

そ
の
他

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る
申
請

に
つ
い
て
は
、
財
団
法
人
消
防

試
験
研
究
セ
ン
タ
ー（http

://
w
w
w
.shoubo-shiken.or.jp/

）

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

◆
乙
種
第
４
類
準
備
講
習
会

と

き

①
那
須
会
場

５
月
１８
日
�

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

②
大
田
原
会
場

５
月
８
日
�

午
前
９
時
３０

分
〜
午
後
４
時
３０
分

と
こ
ろ

①
那
須
会
場

那
須
消
防
署

②
大
田
原
会
場

大
田
原
市
金
田
北
地
区
公
民
館

対

象

乙
種
第
４
類
受
験
者

定

員

①
那
須
会
場

７０
人

②
大
田
原
会
場

１
０
０
人

受
講
料

２
０
０
０
円
（
現
金
）

申
込
期
間

４
月
９
日
�
〜
２０
日
�

午
前
８
時
３０
分
〜
午
後
５
時

（
土
・
日
曜
を
除
く
）

※
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

①
那
須
会
場

黒
磯
那
須
消
防
組
合
消
防
本
部

予
防
消
防
課
�（
６２
）０
８
６
４

板
室
分
署

�（
６９
）０
１
１
９

②
大
田
原
会
場
（
受
け
付
け
は
大

田
原
消
防
本
部
の
み
）

大
田
原
地
区
広
域
消
防
組
合
消

本
部
予
防
課

�
０
２
８
７（
２２
）３
０
１
６

西
那
須
野
分
署�（

３６
）２
３
０
０

塩
原
分
署

�（
３２
）２
９
４
９

高 齢 者 趣 味 の 教 室

と き 5 月～来年 2月（全18回） ※開講式を 5月15日（火）、いきいきふれあいセンターで行います。
対 象 おおむね60歳以上の市民 ※応募の際は一人一教室とし、先着順に受け付けます。
内 容

申込期間 4 月 9 日（月）～25日（水）
申し込み・問い合わせ 社会福祉協議会黒磯支所 �（63）3868

参加費

年額 2,000円

定員

10人

10人

15人

10人

10人

ところ

いきいきふれあいセンター

わかば保育園駐車場敷地内

開催日

第 2・ 4水曜 午前10時～午後 4時

第 1・ 3木曜 午前 9時～午後 3時

第 1・ 3水曜 午後 1時30分～ 3時30分

第 1・ 3金曜 午前10時～午後 3時

第 1・ 3水・木曜 午後 1時30分～ 4時

教室名

七 宝 焼

レ ザ ー
クラフト

絵 手 紙

宝石研磨

陶 芸
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催
し

Ｊ
Ａ
Ｘ
Ａ
特
別
展
示

地
球
観
測
衛
星

「
だ
い
ち
」
が
写
し
た

日
本
列
島
と
那
須
塩
原

「
だ
い
ち
」
が
撮
影
し
た
衛
星

写
真
や
模
型
、
宇
宙
食
の
サ
ン
プ

ル
、
Ｎ
Ａ
Ｓ
Ａ
船
外
活
動
用
宇
宙

服
等
（
予
定
）
を
展
示
し
ま
す
。

と

き
４
月
２１
日
�
〜
５
月
２７
日
�

と
こ
ろ

那
須
野
が
原
博
物
館

エ
ン
ト
ラ
ン
ス
ギ
ャ
ラ
リ
ー

観
覧
料

無
料

問
い
合
わ
せ

那
須
野
が
原
博
物
館

�（
３６
）０
９
４
９

塩
原
温
泉

「
ひ
ま
ま
つ
り
」

地
元
商
店
会
の
若
手
が
企
画
し

た
手
作
り
の
イ
ベ
ン
ト
で
す
。

メ
イ
ン
の
イ
ベ
ン
ト
会
場
で
は
、

塩
原
温
泉
の
郷
土
芸
能
や
、
ジ
ャ

ズ
・
フ
ォ
ー
ク
バ
ン
ド
の
演
奏
な

ど
が
行
わ
れ
ま
す
。
他
に
は
、
温

泉
ま
つ
り
に
使
う
山
車
が
登
場
し
、

太
鼓
の
競
演
も
楽
し
め
ま
す
。

塩
原
温
泉
の
新
ご
当
地
グ
ル
メ

「
と
て
焼
」
や
、
特
産
物
な
ど
の

出
店
も
あ
り
ま
す
。

と

き

４
月
２２
日
�

午
前
１１
時
〜
午
後
３
時

と
こ
ろ

塩
原
温
泉
交
流
広
場

主

催
門
前
み
ら
い
ま
ち
づ
く
り
協
議

会
・
門
前
銀
座
会

問
い
合
わ
せ

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

塩
原
温
泉
観
光

協
会

�（
３２
）４
０
０
０

第
１６
回

烏
ヶ
森
公
園
花
ま
つ
り

と

き
５
月
２０
日
�

午
前
１０
時
〜
午
後
３
時

と
こ
ろ

烏
ヶ
森
公
園
野
外
ス
テ
ー
ジ

※
雨
天
時
は
三
島
ホ
ー
ル
。

内

容
カ
ラ
オ
ケ
大
会
、
歌
謡
シ
ョ
ー
、

郷
土
芸
能
、
お
楽
し
み
福
引
大

会
、
物
産
展
示
即
売
、
フ
リ
ー

マ
ー
ケ
ッ
ト

ほ
か

※
雨
天
時
は
中
止
と
な
る
催
し
物

も
あ
り
ま
す
。

◆
カ
ラ
オ
ケ
大
会

出
場
者
募
集

定

員

２０
人

※
先
着
順
と
な
り
ま
す
。

受
付
開
始
日

４
月
２３
日
�
午
前
８
時
３０
分
か

ら
受
け
付
け
ま
す
（
土
・
日
曜
、

祝
日
を
除
く
）

※
ま
つ
り
当
日
の
受
け
付
け
は
行

い
ま
せ
ん
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

西
那
須
野
観
光
協
会
事
務
局

（
■西
産
業
観
光
建
設
課
内
）

�（
３７
）５
１
０
７

◆ ◆ 図書館だより ◆ ◆
4 月から図書館の開館時間・休館日が変わりました

開館時間 午前 9時30分～午後 7時
※土・日曜は午後 6時まで。

休 館 日 【西那須野図書館】
毎月第 2・ 4月曜
年末年始（12月31日～ 1月 3日）
特別整理期間

【黒磯図書館、塩原図書館】
毎月第 1・ 3月曜
年末年始（12月31日～ 1月 3日）
特別整理期間

そ の 他 公民館内にある図書館分室については、
開館時間・休館日の変更はありません

問い合わせ 西那須野図書館 �（36）6001

各図書館の連絡先

・西那須野図書館
� 0287（36）6001
FAX 0287（37）5370（新）

・黒磯図書館
� 0287（63）9031
FAX 0287（60）1161

・塩原図書館
� 0287（48）7521（新）
FAX 0287（48）7522（新）

※3月 5日号でお知らせした図書館の連絡先の
うち、一部の図書館の連絡先が変わりました
ので、ご注意ください。

平成24年 4月 5日号１５

※
�
市
内
は
市
外
局
番
０
２
８
７
を
省
略
し
て
い
ま
す
。



那
須
野
が
原
は
、
明
治
時
代
に

入
る
と
そ
の
名
が
一
躍
ク
ロ
ー
ズ

ア
ッ
プ
さ
れ
ま
す
。「
日
本
近
代
史

の
縮
図
」
と
も
い
わ
れ
、
日
本
の

近
代
を
語
る
上
で
大
事
な
地
域
な

の
で
す
。

歴
史
的
に
は
、
明
治
１３
年
（
一

八
八
〇
）に
、那
須
西
原（
現
在
の
西

那
須
野
地
区
付
近
）
に
三
島
農
場

ち
ょ
う
こ
う
し
ゃ

（
当
初
肇
耕
社
と
い
う
）が
開
設
さ

れ
ま
す
。
今
の
三
島
・
赤
田
・
太

夫
塚
付
近
で
、
約
一
千
ヘ
ク
タ
ー

ル
の
土
地
を
国
か
ら
借
用
し
ま
し

た
。
一
方
、
印
南
丈
作
・
矢
板
武

ら
に
よ
る
那
須
開
墾
社
が
、
約
三

千
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
土
地
を
借
用
し

て
設
立
さ
れ
ま
す
。
結
社
農
場
で
、

地
元
の
有
志
が
資
金
を
出
し
合
う

株
式
組
織
の
農
場
で
し
た
。

明
治
１４
年
に
な
る
と
地
元
の
有

志
に
よ
る
郡
司
開
墾
が
開
設
し
ま

お
お
や
ま
い
わ
お

さ
い
ご
う
つ
ぐ
み
ち

す
。
ま
た
、
大
山
巌
・
西
郷
従
道

に
よ
る
加
治
屋
開
墾
場
が
開
設

し
、
後
に
大
山
農
場
、
西
郷
農

場
に
分
か
れ
ま
す
。

そ
し
て
、
那
須
東
原
（
現
在

の
黒
磯
地
区
付
近
）
で
は
、
一

さ

の
つ
ね

年
遅
れ
て
明
治
１４
年
に
佐
野
常

た
み

ぜ
ん
し
ん

民
に
よ
る
佐
野
農
場
、
漸
進

し
ゃ

ひ
が
し
ち
ょ
う

社
・
那
須
東
原
開
墾
社
・
東
肇

こ
う
し
ゃ

耕
社
が
開
設
さ
れ
、
以
後
続
々
、

農
場
が
設
立
さ
れ
ま
す
。

那
須
野
が
原
の
農
場
の
特
徴

は
、「
華
族
農
場
」と
い
わ
れ
る

よ
う
に
、
明
治
の
元
勲
の
農
場
が

多
く
存
在
し
た
こ
と
で
す
。
一
方

で
地
元
の
有
志
に
よ
る
農
場
経
営

も
歴
史
を
語
る
上
で
重
要
で
す
。

日
本
の
三
大
疏
水（
安
積
疏
水
・

那
須
疏
水
・
琵
琶
湖
疏
水
）
の
一

つ
に
挙
げ
ら
れ
る
那
須
疏
水
は
、

明
治
１８
年
９
月
に
通
水
し
ま
す
。

そ
れ
以
前
に
大
運
河
構
想
や
飲
用

水
路
の
開
削
が
あ
り
ま
し
た
。

当
館
に
は
、
多
く
の
開
拓
関
係

の
史
料
が
保
存
さ
れ
て
い
ま
す
。

那
須
開
墾
社
・
三
島
農
場
・
矢
板

農
場
・
佐
野
農
場
・
千
本
松
農
場

な
ど
と
と
も
に
那
須
疏
水
関
係
の

膨
大
な
史
料
が
あ
り
、
平
成
２１
年

か
ら
の
３
年
間
で
そ
の
ほ
と
ん
ど

を
整
理
し
登
録
し
ま
し
た
。
写
真

の
史
料
は
、
市
の
文
化
財
に
指
定

さ
れ
て
い
る
も
の
で
、
那
須
開
墾

社
関
係
の
代
表
的
な
史
料
で
す
。
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「
編
集
後
記
」

▼
４
月
２８
日
に
塩
原
温
泉
で
湯
け

む
り
マ
ラ
ソ
ン
全
国
大
会
が
開
か

れ
、
市
内
外
か
ら
参
加
者
が
訪
れ

ま
す
。
今
年
は
温
泉
街
が
発
着
地

点
と
な
り
、
今
ま
で
に
も
増
し
て

温
泉
街
に
人
が
あ
ふ
れ
る
こ
と
で

し
ょ
う
。
皆
さ
ん
も
交
通
規
制
に

ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。

○小

▼
「
さ
く
ら
色
」
と
い
う
と
淡
い

ピ
ン
ク
色
の
イ
メ
ー
ジ
な
の
で
す

が
、
い
ざ
桜
の
写
真
を
撮
っ
て
み

る
と
、
桜
っ
て
以
外
と
白
色
な
ん

で
す
よ
ね
。
き
れ
い
な
「
さ
く
ら

色
」
の
桜
を
カ
メ
ラ
に
納
め
る
べ

く
、
今
年
か
ら
は
、
仕
事
で
は
な

く
趣
味
と
し
て
、
街
に
繰
り
出
し

ま
す
。

○興

▼
今
回
観
桜
乗
馬
と
騎
手
課
程
修

了
式
の
取
材
で
地
方
競
馬
教
養
セ

ン
タ
ー
に
伺
い
ま
し
た
。
短
い
時

間
で
し
た
が
、
先
生
と
騎
手
候
補

生
、
そ
し
て
馬
と
の
絆
を
強
く
感

じ
ま
し
た
。
訓
練
を
終
え
、
厳
し

い
勝
負
の
世
界
で
戦
う
若
き
騎
手

た
ち
の
活
躍
を
願
っ
て
や
み
ま
せ

ん
。

�鎌

▼
桜
の
季
節
は
出
会
い
と
別
れ
の

季
節
で
す
。
こ
の
春
、
○興
が
つ
い

に
広
報
か
ら
異
動
で
す
。
そ
の
カ

メ
ラ
ス
キ
ル
を
受
け
継
ぐ
こ
と
は

で
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
今
後
も

自
分
な
り
に
頑
張
っ
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。
お
世
話
に
な
り
ま

し
た
。

○室

昭和41年に市文化財に指定された那須開墾社関係文書

Vol.24

那須野が原開拓と
那須疏水の史料
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